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●一般演題

田原 淳博士と宇良田 唯博士の生誕150周年を祝う

  春日部厚生病院名誉院長・第7回田原アショフシンポジウム会長　髙 柳 　 寛

1873年生まれの2人が同時期にドイツ留学
昨年（2023年）は，1873年7月5日に生まれた

心臓刺激伝導系の発見者田原淳博士と，同年5
月3日に生まれた眼科医の宇良田唯博士の生誕
150周年にあたった。
大分県に生まれ，東京大学医学部を1901年

に卒業した田原と，熊本県に生まれ済生学舎を
卒業して，北里柴三郎の伝染病研究所に勤務し
た宇良田は，ともにドイツ留学を志し，1903年
1月10日横浜港から同じ備後丸で出航した。
田原は，新進気鋭の病理学者アショフ教授の

率いるマールブルグ大学病理学教室に籍をお
き，哺乳動物の中でも特に羊の刺激伝導系を顕
微鏡で詳細に研究し，1906年に『哺乳動物心臓
の刺激伝導系』を出版し，世界で初めて房室結
節の存在を証明した 1）。この本は，後に故須磨
幸蔵先生と島田宗洋先生のご尽力により，1990
年に日本語訳が丸善出版から刊行され 2），さら
に英訳も2000年にロンドンの Imperial College 
Pressから出版されている（図1）。
宇良田は，バッハ教授の率いるマールブルグ

大学眼科学教室で研修を積み，1905年に同大学
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で女性初となる医学博士号を授与された。研究
一筋の両医師が，田原の医学部同級生の石原誠
たちとともに撮影された記念写真が九州大学医
学部に残されている。2023年の日本不整脈心電
学会誌に，田原淳博士の孫にあたる池田正春先
生の特別寄稿として留学の詳細が掲載されてい
る 3）。

日本への帰国後の業績とその顕彰
田原博士は，1906年に帰国後，九州大学病理

学教室に赴任し，後輩の指導と研究に従事した
が，近年の心臓電気生理学の興隆に伴い，その
業績は再度高く評価されている。
宇良田博士は同年に日本に帰国後，同仁病院

を設立し，広く臨床に従事して，多くの功績を
残し，熊本大学薬学部等に記念碑が残されてい
る。

2022年12月に，田原の在籍した病理学教室
で学位を取得した村田晴海先生やマールブルグ
市長たちのご尽力により，同大学構内に両博士
の業績を讃える顕彰標識が設置された。同大学
医学部長，病理学オーミュラ―名誉教授などか
ら祝辞をいただいている 4）。
同じ年に九州で生まれ，医師となって同じ船

で横浜からドイツに向けて出航し，同じマール
ブルグ大学で学んだ男女医師両名への150年後
の同大学からの顕彰をお祝いしたい。

田原アショフシンポジウム
私は2010年に第7回田原アショフシンポジ

ウムを東京で開催したが，2008年の第6回田原図1  原著とその和訳，英訳
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アショフシンポジウムがハイデルベルグで催さ
れた際には，須磨，島田両先生らとともにマー
ルブルグ大学を訪問し，病理学教室において
オーミュラ―先生にご案内をいただいている。
マールブルグ大学は，2027年に創設500周年を
迎える伝統ある大学で，ノーベル賞受賞者は10
名を数える。中でも第1回受賞者のエミール・
フォン・ベーリング博士は免疫学の大家で，ジ
フテリアの抗血清療法を北里柴三郎と開発した
ことでも知られている。

田原博士生誕150周年記念特集
昨年は，Journal of Arrhythmia編集長の松本

万夫先生とともに，同誌に英文で田原博士の生
誕150周年記念文を電子版で発表することがで
きた 4）。獨協医科大学埼玉医療センターから米
国UCLAに留学していた堀裕一君の指導教授で
あるShivkumar教授からも，共著で祝辞をいた
だいている 5）。彼らは心臓のマクロの映像とミ
クロの所見をもとにしたTawara McAlpine 
Museumを大学構内に2022年に設立されてい
る。
房室結節の発見者である田原淳博士の業績

が評価され，多くの臨床例の治療に役立つこと
を祈って，第62回埼玉不整脈ペーシング研究会
（2023年11月25日）での講演内容を紹介させて
いただいた。
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